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３ 要旨 

資源量低下が危惧される沼沢湖のヒメマス現存量推定に資するため、計量魚群探知機（以下、

魚探）による調査を行った。その結果、2022 年および 2023 年 4～11 月における水深 50m 以浅

の魚群分布数はそれぞれ 1,153～29,182 および 1,557～10,292 と推定された。推定した魚群には

ヒメマスが含まれていると考えられた。 

                                                                                                                     

（１） 調査で得られた音響データから、懸垂試験結果と既存の知見(２)を参考に水深 50m 以浅で被

鱗体長 14～26cm のヒメマスと想定されるターゲットストレングス（音波の反射の強さ）

を持つ反応を計数し、観測体積で除した。それに水深別の沼沢湖体積を乗じて、魚群分布数

を推定した（表 1）。 

（２） 2022 年と 2023 年の魚群分布数を比較した結果、6 月を除き 2022 年が多かった（9 月 9 日

は 8 月分とした）。沼沢湖のヒメマスは 2021 年以降、種苗放流されておらず、2022 年以降

の減少はヒメマス個体数の減少が一因と考えられた。 

 

 

 

 

 

 

４ 成果を得た課題名 

（１） 研究期間  令和 3～7 年度 

（２） 研究課題名 多様な漁業種類に対応した操業情報収集・配信システムの構築 
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＊ 令和 5 年度農林水産分野の先端技術展開事業のうち現地実証研究委託事業（多様な漁業種

類に対応した操業情報収集・配信システムの構築）により実施 

表 1 2022 年および 2023 年 4～11 月における水深 50m 以浅の魚群分布数 


